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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第35期
第２四半期
連結累計期間

第36期
第２四半期
連結累計期間

第35期

会計期間
自 平成25年１月１日

至 平成25年６月30日

自 平成26年１月１日

至 平成26年６月30日

自 平成25年１月１日

至 平成25年12月31日

売上高 （千円） 1,397,742 1,757,004 2,693,979

経常利益 （千円） 50,043 229,762 88,001

四半期（当期）純利益 （千円） 48,757 221,339 90,283

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 57,515 230,954 105,324

純資産額 （千円） 4,432,043 4,672,325 4,479,852

総資産額 （千円） 5,409,413 5,967,416 5,721,233

１株当たり四半期(当期)純利益金額 （円） 31.68 143.80 58.65

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 81.9 78.3 78.3

営業活動によるキャッシュ・フロー （千円） 285,414 398,205 △14,240

投資活動によるキャッシュ・フロー （千円） △68,447 38,085 △137,677

財務活動によるキャッシュ・フロー （千円） △38,389 △38,473 △38,434

現金及び現金同等物の

四半期末（期末）残高
（千円） 1,977,160 2,006,047 1,608,230

 

 

回次
第35期
第２四半期
連結会計期間

第36期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成25年４月１日

至 平成25年６月30日

自 平成26年４月１日

至 平成26年６月30日

１株当たり四半期純損失金額（△） （円） △64.11 △61.95
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

 また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。

（1）業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、国際情勢不安等に伴う景気の下振れリスクが存在するもの

の、政権交代後の経済政策が功を奏しつつあり、景況感などに改善傾向が見られるようになりました。

当社グループの関連市場である路線バス業界においては、非接触ＩＣカードシステムに関連した運賃収受シス

テムの代替案件を中心に推移しました。

このような状況のもとで当社グループは、運賃収受システムの代替案件の取り込みに加え、平成26年４月１日

の消費税８％増税に対応したソフトウエアの更新及び首都圏での「一物二価」運賃表示に対応した液晶運賃表示

器の拡販等を進めてまいりました。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は1,757,004千円（前年同四半期比25.7％増）、営業利益は

220,680千円（前年同四半期比473.2％増）、経常利益は229,762千円（前年同四半期比359.1％増）、四半期純利

益は221,339千円（前年同四半期比354.0％増）となりました。

なお、当社グループは路線バス用運賃収受関連製品の開発、製造、販売、アフターサービスを一貫して行って

おり、単一のセグメントでありますので、セグメント情報を記載しておりません。従いまして、以降品目別の記

載を行っております。品目別の販売の状況は次のとおりであります。

 
①運賃箱関連

運賃箱関連の売上高は595,845千円（前年同四半期比28.5％増）となりました。主力製品である即時計数式運賃

箱（ＦＡＮ型（注１）、ＦＮＳ型（注２）及びＦＴＳ型（注３））の売上高が324,673千円（前年同四半期比

0.4％減）、汎用型運賃箱（ＮＺＳ型（注４））の売上高が58,696千円（前年同四半期比5.1％減）となっており

ます。一方、消費税８％増税の対応等により運賃箱の組込系ソフトウエアの売上高が150,489千円（前年同四半期

比374.7％増）となっております。

②カード機器関連

カード機器関連の売上高は163,420千円（前年同四半期比3.1％増）となりました。ＰＡＳＭＯ関連機器の売上

高が19,611千円（前年同四半期比22.3％増）、カード機器の組込系ソフトウエアの売上高が48,660千円となって

おります。

③その他のバス用機器

その他のバス用機器の売上高は350,808千円（前年同四半期比2.5％増）となりました。サーマル整理券発行機

の売上高が26,080千円（前年同四半期比52.5％減）、データ管理関連の機器及びソフトウエアの売上高が191,088

千円（前年同四半期比91.7％増）となっております。

④部品・修理及び商品

部品・修理の売上高は383,185千円（前年同四半期比0.3％減）となりました。売上高の内訳は部品127,528千円

（前年同四半期比23.9％減）及び修理255,656千円（前年同四半期比18.0％増）となっております。

液晶運賃表示器、ＬＥＤ式運賃表示器及び整理券用紙等の商品の売上高は263,743千円（前年同四半期比

439.5％増）となりました。

 
（注１）ＦＡＮ型運賃箱：昭和61年に開発した当社初の即時計数式運賃箱であるＦＡ型の処理速度を向上させ、

後継機種として平成14年に発売した即時計数式運賃箱であります。

（注２）ＦＮＳ型運賃箱：バス車内のバリアフリー化に対応するため、ＦＡＮ型運賃箱と同等の性能を確保した

うえで、筐体幅の薄型化（ＦＡＮ型運賃箱比マイナス32ｍｍ）を実現した即時計数式運賃箱でありま

す。 
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（注３）ＦＴＳ型運賃箱：平成25年発売の「即時計数式運賃箱」。筐体奥行きをＦＮＳ型運賃箱と比べて50ｍｍ

削減したことで高速バス車両への搭載に対応したほか、機構設計を見直し安定性を向上させた、今後当

社の主力製品となる即時計数式運賃箱であります。

（注４）ＮＺＳ型運賃箱：平成19年発売の「汎用型運賃箱」。20年以上に亘って生産されていた、ＮＺ型運賃箱

の後継機種として開発いたしました。ＮＺ型運賃箱と金庫が共通であるため、同機種を使用しているバ

ス事業者において、精算装置を代替する必要がなく、導入コストを抑制することが可能なスリム型の運

賃箱であります。

 
（2）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前年同四半期末と

比べ28,886千円増加し、2,006,047千円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は以下のとおりであります。

 
（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は398,205千円（前年同四半期は285,414千円の収入）となりました。これは主

に、たな卸資産の増加366,243千円により資金が減少いたしましたが、税金等調整前四半期純利益の計上229,455

千円及び売上債権の減少478,423千円により、398,205千円の増加となっております。

 
（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果得られた資金は38,085千円（前年同四半期は68,447千円の支出）となりました。これは主に、

有価証券の取得による支出200,000千円及び投資有価証券の取得による支出92,303千円により資金が減少いたしま

したが、定期預金の払戻による収入348,000千円により、38,085千円の増加となっております。

 
（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動に使用した資金は38,473千円（前年同四半期は38,389千円の支出）となりました。これは配当金の支

払いによる支出38,473千円の影響であります。

 
（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 
（4）研究開発活動

当第２四半期連結累計期間における研究開発活動の金額は、6,014千円であります。なお、当第２四半期連結累

計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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（5）生産、受注及び販売の実績

①生産実績

当第２四半期連結累計期間の生産実績を主要品目ごとに示すと、次のとおりであります。

品目 金額(千円) 前年同期比(％)

運賃箱関連 635,548 192.9

カード機器関連 233,924 215.8

その他のバス用機器 423,784 129.0

部品・修理 383,185 99.7

合計 1,676,443 145.7
 

(注) １．金額は販売価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 
②受注状況

当第２四半期連結累計期間の受注状況を主要品目ごとに示すと、次のとおりであります。

品目 受注高(千円) 前年同期比(％) 受注残高(千円) 前年同期比(％)

運賃箱関連 1,345,912 582.1 1,236,858 1,330.5

カード機器関連 523,866 335.1 582,727 317.7

その他のバス用機器 500,625 333.5 420,460 313.6

部品・修理 358,627 51.4 163,318 38.7

商品 137,806 250.7 68,103 502.9

合計 2,866,838 222.1 2,471,469 292.0
 

(注) １．金額は販売価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 
③販売実績

当第２四半期連結累計期間の販売実績を主要品目ごとに示すと、次のとおりであります。

 
品目 金額(千円) 前年同期比(％)

運賃箱関連 595,845 128.5

カード機器関連 163,420 103.1

その他のバス用機器 350,808 102.5

部品・修理 383,185 99.7

商品 263,743 539.5

合計 1,757,004 125.7
 

(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 4,800,000

計 4,800,000
 

 
②【発行済株式】

種類

第２四半期会計期間末

現在発行数(株)

(平成26年６月30日)

提出日現在

発行数(株)

(平成26年８月８日)

上場金融商品取引所

名又は登録認可金融

商品取引業協会名

内容

普通株式 1,539,600 1,539,600
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
（スタンダード）

１単元の株式数は、
100株であります。
完全議決権株式であ
り、権利内容に何ら
限定のない当社にお
ける標準となる株式
であります。

計 1,539,600 1,539,600 － －
 

 
(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 
(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 
(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日

発行済株式

総数増減数

(株)

発行済株式

総数残高

(株)

資本金増減額

(千円)

資本金残高

(千円)

資本準備金

増減額

(千円)

資本準備金

残高

(千円)

平成26年４月１日～

平成26年６月30日
－ 1,539,600 － 319,250 － 299,250
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(6) 【大株主の状況】

平成26年６月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

津川　善夫 神奈川県小田原市 581,400 37.8

株式会社正英 神奈川県小田原市飯田岡15 179,400 11.7

小田原機器社員持株会 神奈川県小田原市中町一丁目11-3 103,000 6.7

大森　威宜 埼玉県さいたま市見沼区 60,000 3.9

重田　康光 東京都港区 56,300 3.7

松井証券株式会社 東京都千代田区麹町一丁目４ 31,500 2.0

カブドットコム証券株式会社 東京都千代田区大手町一丁目3-2 27,600 1.8

楽天証券株式会社 東京都品川区東品川四丁目12-3 26,600 1.7

川嶋　良久 神奈川県小田原市 24,000 1.6

上坂　徹太郎 静岡県熱海市 20,000 1.3

計 ― 1,109,800 72.1
 

 

(7) 【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成26年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 300 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 1,538,700 15,387 －

単元未満株式 普通株式 600 － －

発行済株式総数  1,539,600 － －

総株主の議決権 － 15,387 －
 

（注）「単元未満株式」欄の普通株式には、当社保有の自己株式が63株含まれております。

 
②【自己株式等】

平成26年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合(％)

株式会社

小田原機器

小田原市中町

一丁目11番３号
300 － 300 0.02

計 － 300 － 300 0.02
 

 
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成26年４月１日から平成

26年６月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成26年１月１日から平成26年６月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

 

EDINET提出書類

株式会社小田原機器(E22554)

四半期報告書

 8/17



１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成25年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,178,231 1,472,473

  受取手形及び売掛金 1,101,504 623,080

  有価証券 1,218,304 1,188,763

  商品及び製品 － 77,350

  仕掛品 310,783 507,066

  原材料及び貯蔵品 233,637 326,246

  繰延税金資産 54,881 71,176

  その他 18,909 16,925

  貸倒引当金 △8,800 △5,000

  流動資産合計 4,107,451 4,278,084

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 147,589 141,478

   機械装置及び運搬具（純額） 613 487

   土地 238,226 238,226

   その他（純額） 26,675 20,776

   有形固定資産合計 413,105 400,970

  無形固定資産   

   その他 90,376 95,600

   無形固定資産合計 90,376 95,600

  投資その他の資産   

   投資有価証券 857,823 944,795

   繰延税金資産 48,701 40,094

   その他 225,786 229,884

   貸倒引当金 △22,012 △22,012

   投資その他の資産合計 1,110,299 1,192,761

  固定資産合計 1,613,781 1,689,332

 資産合計 5,721,233 5,967,416
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成25年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年６月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 491,697 601,256

  短期借入金 120,000 120,000

  未払法人税等 13,570 23,349

  賞与引当金 25,963 25,490

  製品保証引当金 76,539 71,129

  その他 200,102 152,457

  流動負債合計 927,872 993,682

 固定負債   

  退職給付引当金 169,038 168,466

  役員退職慰労引当金 144,350 132,821

  その他 120 120

  固定負債合計 313,508 301,407

 負債合計 1,241,381 1,295,090

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 319,250 319,250

  資本剰余金 299,250 299,250

  利益剰余金 3,829,221 4,012,080

  自己株式 △331 △331

  株主資本合計 4,447,389 4,630,248

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 32,462 42,077

  その他の包括利益累計額合計 32,462 42,077

 純資産合計 4,479,852 4,672,325

負債純資産合計 5,721,233 5,967,416
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年１月１日
　至 平成25年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年１月１日
　至 平成26年６月30日)

売上高 1,397,742 1,757,004

売上原価 1,022,734 1,245,953

売上総利益 375,008 511,050

販売費及び一般管理費 ※  336,511 ※  290,369

営業利益 38,497 220,680

営業外収益   

 受取利息 4,597 2,781

 受取配当金 2,179 2,750

 貸倒引当金戻入額 2,500 3,800

 その他 3,528 1,123

 営業外収益合計 12,805 10,455

営業外費用   

 支払利息 645 621

 売上割引 596 692

 その他 17 60

 営業外費用合計 1,258 1,373

経常利益 50,043 229,762

特別利益   

 投資有価証券売却益 955 －

 特別利益合計 955 －

特別損失   

 固定資産除却損 72 307

 特別損失合計 72 307

税金等調整前四半期純利益 50,927 229,455

法人税、住民税及び事業税 14,178 21,048

法人税等調整額 △12,008 △12,932

法人税等合計 2,169 8,115

少数株主損益調整前四半期純利益 48,757 221,339

四半期純利益 48,757 221,339
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年１月１日
　至 平成25年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年１月１日
　至 平成26年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 48,757 221,339

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 8,757 9,614

 その他の包括利益合計 8,757 9,614

四半期包括利益 57,515 230,954

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 57,515 230,954
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年１月１日
　至 平成25年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年１月１日
　至 平成26年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 50,927 229,455

 減価償却費 15,627 25,794

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △2,500 △3,800

 賞与引当金の増減額（△は減少） 1,120 △473

 製品保証引当金の増減額（△は減少） △13,448 △5,409

 退職給付引当金の増減額（△は減少） 5,741 △571

 役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 4,122 △11,528

 受取利息及び受取配当金 △6,776 △5,532

 支払利息 645 621

 投資有価証券売却損益（△は益） △955 －

 固定資産除却損 72 307

 その他 △13 －

 売上債権の増減額（△は増加） 307,493 478,423

 たな卸資産の増減額（△は増加） 224,866 △366,243

 その他の資産の増減額（△は増加） 6,189 1,991

 仕入債務の増減額（△は減少） △363,791 109,558

 その他の負債の増減額（△は減少） 50,195 △48,313

 小計 279,513 404,279

 利息及び配当金の受取額 6,886 5,975

 利息の支払額 △646 △617

 法人税等の支払額 △3,088 △11,431

 法人税等の還付額 2,748 －

 営業活動によるキャッシュ・フロー 285,414 398,205

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の預入による支出 △345,000 △45,000

 定期預金の払戻による収入 348,000 348,000

 有価証券の取得による支出 － △200,000

 有形固定資産の取得による支出 △6,211 △3,213

 無形固定資産の取得による支出 △36,920 △15,154

 投資有価証券の取得による支出 △143,035 △92,303

 投資有価証券の売却及び償還による収入 121,438 50,000

 その他の支出 △7,518 △7,636

 その他の収入 800 3,392

 投資活動によるキャッシュ・フロー △68,447 38,085

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 配当金の支払額 △38,389 △38,473

 財務活動によるキャッシュ・フロー △38,389 △38,473

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 178,578 397,817

現金及び現金同等物の期首残高 1,798,582 1,608,230

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  1,977,160 ※  2,006,047
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【注記事項】

(四半期連結損益計算書関係)

※  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年１月１日
 至 平成25年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年１月１日
 至 平成26年６月30日)

給料手当及び賞与 69,546千円 79,886千円

賞与引当金繰入額 7,153千円 7,070千円

役員退職慰労引当金繰入額 3,612千円 3,252千円

アフターサービス費 10,850千円 1,345千円

製品保証引当金繰入額 28,579千円 22,656千円

研究開発費 69,078千円 6,014千円
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のとおりで

あります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自  平成25年１月１日
  至  平成25年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成26年１月１日
  至  平成26年６月30日)

現金及び預金 1,445,037千円 1,472,473千円

有価証券 1,267,212千円 1,188,763千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △635,000千円 △335,000千円

預入期間が３か月を超える譲渡性預金（有価証券） －千円 △200,000千円

償還期限が３か月を超える債券等 △100,090千円 △120,190千円

現金及び現金同等物 1,977,160千円 2,006,047千円
 

 
 
(株主資本等関係)

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成25年１月１日　至　平成25年６月30日）

１．配当に関する事項

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

配当の原資
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成25年３月27日

定時株主総会
普通株式 38,480 利益剰余金 25 平成24年12月31日 平成25年３月28日

 

　

２．株主資本の金額の著しい変動

該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成26年１月１日　至　平成26年６月30日）

１．配当に関する事項

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

配当の原資
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成26年３月27日

定時株主総会
普通株式 38,480 利益剰余金 25 平成25年12月31日 平成26年３月28日

 

　

２．株主資本の金額の著しい変動

該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

株式会社小田原機器(E22554)

四半期報告書

14/17



(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自 平成25年１月１日 至 平成25年６月30日）

当社グループは、路線バス、鉄道関連のワンマン機器の専門メーカーとして、運賃箱、カード関連機器等の

製造販売を行っており、単一セグメントであるため記載を省略しております。

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自 平成26年１月１日 至 平成26年６月30日）

当社グループは、路線バス、鉄道関連のワンマン機器の専門メーカーとして、運賃箱、カード関連機器等の

製造販売を行っており、単一セグメントであるため記載を省略しております。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成25年１月１日
  至  平成25年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成26年１月１日
  至  平成26年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 31円68銭 143円80銭

(算定上の基礎)   

四半期純利益金額 (千円) 48,757 221,339

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る四半期純利益金額 (千円) 48,757 221,339

普通株式の期中平均株式数(株) 1,539,237 1,539,237
   
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 
２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成26年８月７日

株式会社小田原機器

取締役会  御中

 

新日本有限責任監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   千   頭         力   印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   井   尾         稔   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社小田原

機器の平成26年１月１日から平成26年12月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成26年４月１日から平

成26年６月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成26年１月１日から平成26年６月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社小田原機器及び連結子会社の平成26年６月30日現在の財

政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示し

ていないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

 ２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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